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本日の内容

① 2019年3月期
第2四半期 連結決算業績

② 中期経営計画の進捗
及び

2019年3月期連結決算業績予想
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取締役 経営統括本部長
山下 敦

① 2019年3月期 第２四半期
連結決算業績
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2019年3月期 第2四半期連結決算業績

連結

2018年

3月期

２Q

2019年3月期２Q

前期比 計画比
計画 実績

売上高 7,553 8,000 7,716
+162

(+2.2%)

△283

(△3.5%)

営業利益 403 330 341
△62

(△15.4%)

+11

(+3.5%)

営業利益率 5.3％ 4.1％ 4.4％ △0.9pt +0.3pt

経常利益 432 330 354
△77

(△17.9%)

+24

(+7.6%)

当期純利益 290 220 223
△66

(△23.0%)

+3

(+1.7%)

＜連結売上高＞
機能食品等一部製品の販売苦戦
があったが調味料及び水産物の
販売が伸長し前期比＋162百万円
と5期振りの中間期増収

＜連結営業利益＞
原材料価格の上昇や運賃、人件
費などの増加が影響し前期比で
△62百万円、営業利益率は5.3％
⇒4.4％と0.9pt低下

＜連結経常利益＞
営業利益減に加え、受取賃貸料
の減少等で前期比△77百万円

＜連結純利益＞
営業利益減に加え社葬関連費用
等の計上で前期比△66百万円

（単位：百万円）
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2019年3月期 第2四半期連結営業利益 増減要因

18年3月期２Q
連結営業利益
403百万円
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売価要因
調味料増
機能性減 △69

27

17
販管費増
人件費増
物件費増

19年3月期２Q
連結営業利益
341百万円

営業利益

△62
数量要因
調味料増
機能性増

（単位：百万円）

△18

△19

子会社減
マルミ減
ＵＭＩ減

原価要因
調味料減
機能性減



セグメント別 売上高

18/3期２Q 19/3期２Q

売上高 売上高 前期比

調味料 3,715 3,752 +36

機能食品 1,518 1,500 △17

水産物 1,695 1,882 ＋187

その他 624 580 △43

合 計 7,553 7,716 ＋162

（単位：百万円）
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・調味料は、粉体調味料、香辛料
などが減少したものの、強みで
ある液体調味料が伸長

・機能食品は、前年並み
通販子会社の主力のN-アセチル
グルコサミン等が減少した一方、
アンセリン等の素材売上が増加

・水産物は、韓国などの海外向け
販売が回復し、外食向け寿司用
製品の販売が堅調に推移

・その他は、販売品目の整理など
を行ったことにより減収



セグメント別連結売上高推移（16年3月期2Q～19年3月期2Q）
（百万円）
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セグメント別 営業利益

18/3期
2Q

19/3期

2Q

営業利益 営業利益 前期比

調味料 394 391 △2

機能食品 292 287 △4

水産物 18 5 △12

その他 45 21 △24

全社 △346 △364 △17

合 計 403 341 △62

・調味料は前年並み
液体調味料が好調も粉体調
味料が不振

・機能食品は前年並み
機能性素材は堅調
機能食品が不振

・水産物は運賃や資材費が
増加

・その他は、化粧品通販事業
の広告宣伝費、販売促進費
等が増加

（単位：百万円）
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連結営業利益推移（16年3月期2Q～19年3月期2Q）
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連結貸借対照表
18年

3月末

18年

9月末
増 減 主 な 内 容

資
産
の
部

流動資産 14,367 14,579 +211 現金及び預金 △112 受取手形、売掛金 +109

たな卸資産+223

固定資産 8,652 8,865 +212 建物及び構築物 △76 機械、運搬具 △75

投資有価証券 +356

資産合計 23,020 23,444 +424

負
債
･
純
資
産
の
部

流動負債 2,804 2,817 +12
未払法人税等△147 設備関係支払手形・未払金
△59 未払消費税等△70

支払手形及び買掛金+127 短期借入金 +120

固定負債 442 554 +111 繰延税金負債 +109

純資産 19,773 20,073 +300 利益剰余金 ＋49

その他有価証券評価差額金 +246

負債・純資産合計 23,020 23,444 +424
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（単位：百万円）



2017年3月期～2019年3月期

「 YSK Priority 」
代表取締役社長 山田 潤

②中期経営計画の進捗
及び

2019年3月期業績見通し
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経営ビジョン
•水産系天然素材メーカーＮｏ.1へ

重点施策
•収益基盤の確立 新規事業領域の拡大 人・組織機能の強化

経営目標
•ＹＳＫグループ：連結売上高170億円、連結営業利益12億円

中期経営計画 「 YSK Priority 」 基本戦略と経営目標
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中期経営計画「YSK Priority」の重点施策

3つの柱に経営資源(人・物・金)を集中投入し、成長戦略を描く

企業理念：天然素材の持つ無限の可能性を追求し、
“おいしさと健康”を通して豊かな生活に貢献します

①収益基盤
の確立

③人・組織機能
の強化

水産系天然素材メーカーNo.1へ

②新規事業領域
の拡大

13



2018年度 年間テーマ
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・顧客視点、スピードを重視し、企業ブランド価値向上
を図る

・新規業務への挑戦



トピックス①：アンセリンの市場拡大に期待

日経トレンディ12月号に当社の機能性素材「アンセリン」の記事が掲載
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毎年この時期に発表している来年のヒット予測のランキングにおいて、当社
の機能性素材「アンセリン」が「痛風予備軍の”免罪符” 抗・尿酸値ドリンク
(アンセリン)」という標題で第17位にランクインし、来年度にアンセリンを配合
した商品が続々発売されると予測されています。

日経トレンディのマスコミ向け
発表会



トピックス②：通販商品の販売力強化(UMIウェルネス)

関節向け機能性表示食品の届出受理
サプリメント：「Ｎ－アセチルグルコサミン」
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機能性表示食品の届出中：「アンセリンEX」

UMIウェルネスでは、人気商品『Ｎ－アセチルグルコサミン』
を機能性表示食品として来年1月よりリニューアル発売します。
本商品は、歩行や階段の上り下りなど移動時におけるひざ関節
の悩みを改善することが報告されている素材「Ｎ－アセチルグ
ルコサミン」を特許製法により1粒に1,000mg配合しています。
今後は消費者へ商品の効能をより分かり易く広告することが可
能になり、販売拡大に向けた活動を強化していきます。

UMIウェルネスでは、2009年からアンセリンを配合したサプリ
メント「海のチカラ アンセリン」を販売してきましたが、この
度、お客様に更に満足していただくため、キトサン、クエン酸、
発酵大麦エキスの3成分をプラスし、「アンセリンEX」として
2018年2月にリニューアル発売しました。現在消費者庁に「尿
酸値上昇抑制」に関する機能性表示食品の届出を行っています。



2019年3月期 連結業績予想（概要）

2018年3月期（実績） 2019年3月期（計画）

上期 下期 通期
上期

実績

前年

同期比

下期

予想

前年

同期比
通期計画

前年

同期比

売上高 7,553 8,256 15,810 7,716 +162 8,784 +528 16,500 +690

営業利益 403 593 996 341 △62 699 +106 1,040 +44

営業利益率 5.3% 7.2% 6.3% 4.4％ △0.9pt 8.0% +0.8pt 6.30% -

経常利益 432 565 998 354 △77 686 +121 1,040 +42

当期純利益 290 314 605 223 △66 477 +163 700 +95

ROE 3.1％ 3.5％ +0.4pt

（単位：百万円、％）
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（単位：百万円）

（単位：百万円）

FY14 FY15 FY16 FY17 FY18E

設備投資 1,851 162 126 195 647

減価償却費 800 844 639 561 463

試験研究費 210 142 132 146 158
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掛川工場
2014年8月

竣工

2019年3月期 設備投資、減価償却費、試験研究費
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主に生産性向上
に関わる工場の
機械設備更新



Yaizu Suisankagaku Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.

焼津水産化学工業グループは
天然素材の持つ

無限の可能性を追求し、
“おいしさと健康”を通して
豊かな生活に貢献します。


